
　

3
月
28
日
、
お
し
ど
り
学
園
の
閉
講

式
を
開
き
ま
し
た
。

　

お
し
ど
り
学
園
長
の
神
庭
公
民
館
長

は
、「
皆
さ
ん
は
お
し
ど
り
学
園
生
と
し

て
１
年
間
11
回
受
講
し
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
・
対
話
・
生
き
が
い
を
大
切
に

し
て
学
習
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
来

年
度
も
全
員
が
受
講
し
、
こ
れ
ま
で
磨

き
ぬ
い
て
き
た
人
生
を
、
さ
ら
に
実
り

の
あ
る
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
学
園
生
全
員
に
修
了
証
が
渡

さ
れ
、
４
月
か
ら
休
み
な
く
参
加
し
た

３
人
に
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、「
音
楽
の
力
で 

元
気
！

健
康
！
『
若
返
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
』」
と
題

し
て
、
国く
に
た
ち立
音
楽
院
南
部
校
音
楽
療
法

学
科
講
師
の
都
田
沙
希
さ
ん
が
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
若
返
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
と
は
、
音
楽

の
力
を
活
用
し
て
、
若
さ
を
保
つ
、
取

り
戻
す
、
健
康
寿
命
の
た
め
の
新
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
手
遊
び
や
懐
か
し
い
歌

で
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
行
い
認
知

症
・
介
護
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

学
園
生
は
、
童
謡
や
歌
謡
曲
に
合
わ

せ
て
楽
器
を
鳴
ら
し
な
が
ら
の
歌
唱
に

夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、

音
楽
療
法
学
科
実
習
生
２
人
に
よ
る
演

奏
で「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」「
愛
燦
燦
」、

都
田
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
歌
唱
で
「
あ
れ
か

ら
」
が
披
露
さ
れ
、
美
し
く
奏
で
ら
れ

る
曲
の
数
々
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

心
洗
わ
れ
る
素
晴
ら
し
い
音
楽
の
ひ
と

時
を
共
有
で
き
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。
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▼
お
し
ど
り
学
園
閉
講
式

１
年
間
の
学
習
の
締
め
く
く
り

日
時
　

5
月
19
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
／
場
所
　
町
公
民
館
講
堂

内
容
　
講
演

演
題
　「
ク
イ
ズ
で
学
ぶ
「
食
の
マ
メ
知
識
」」

講
師
　
町
主
任
管
理
栄
養
士
　
仲
田
遥
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
町
公
民
館
（
７
４
―
０
２
１
２
）

第
１
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

▲「リトミックで普段の生活に彩
りを」と都田さん

　

3
月
３
日
か
ら
28
日
ま
で
、

町
公
民
館
1
階
ロ
ビ
ー
で
、「
大

山
の
チ
ョ
ウ
写
真
パ
ネ
ル
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
は
、
元
自
然
公
園

指
導
員
で
大
山
の
頂
上
を
保
護

す
る
会
顧
問
で
も
あ
る
松
岡
嘉

之
さ
ん
に
よ
る
、
大
山
に
生
息

す
る
チ
ョ
ウ
を
紹
介
し
た
も
の

で
す
。

　

松
岡
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
桝
水
高
原
を
中
心
と
し

て
、
大
山
地
域
の
チ
ョ
ウ
の
写

真
を
撮
影
。
こ
れ
ら
の
チ
ョ
ウ

を
「
年
一
回
発
生
す
る
チ
ョ
ウ
」

「
年
二
回
発
生
す
る
チ
ョ
ウ
」

「
年
数
回
発
生
す
る
チ
ョ
ウ
」

「
大
山
の
ゼ
フ
ィ
ル
ス
」
な
ど
に

系
統
立
て
仲
間
分
け
し
、
紹
介

し
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
作
品
を
見
た
人
か
ら
は
、

「
ゼ
フ
ィ
ル
ス
と
い
う
名
前
は

よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ

ん
な
に
美
し
い
チ
ョ
ウ
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
ね
。
感
動
し
ま

し
た
」「
よ
く
こ
れ
だ
け
の
チ
ョ

ウ
を
写
真
撮
影
さ
れ
ま
し
た
ね
。

頭
が
下
が
り
ま
す
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
山
の
チ
ョ
ウ
写
真
パ
ネ
ル
展共催：鳥取県立大山自然歴史館

令和５年度おしどり学園生募集
町内の誰でも気軽に参加できる生涯学習の場
です。年齢制限などはありません。皆さんの
参加をお待ちしています。

期間 /毎月1回（第3金曜日。ただし3月は別日）
場所 / 町公民館（当日は町営バスを臨時運行）
内容 / ▼一般教養講座▼グループ専門講座▼
町外研修…9月15日（金）に町外で研修を行
います。

▼
町
公
民
館
1
階
ロ
ビ
ー
で
開
催

特別展示
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まなびや縁側日野拠点
manabiya engawa Newsletter

えんがわ通信

まなびや縁側は、日野郡3町が連携して
設立・運営する公設塾です。

　3 月 15 日、オシドリ観察小屋へ行っ
てきました。オシドリは 4 月から北帰
行のため、観察小屋は 4 月～ 10 月の間
閉館となります。開館期間ギリギリと
なったこの日は、天候に恵まれ散歩日
和。望遠鏡を使ってオシドリを観察し
た生徒たちは、「動いてるともっとかわ
いいね」と大喜びでした。

オシドリ観察探検！

▲想像以上のオシドリの群
れに生徒たちもビックリ！

Vol.29

日野郡唯一の高等学校である日野高校。日野高生って

どんな活動をしてるの？地域とのつながりを大切にして

いる日野高生の姿を、日野町の皆さんにお届けします！

3 1
（水）

笑顔で新たな一歩を踏み出す

第 21回卒業証書授与式

　例年よりも冷え込みの緩やかな朝、日野高等学校第
21 期生の卒業式が挙行されました。
　坪倉校長は、「皆さんの 3 年間の探究活動はすばら
しいものでした。誇りをもって、これからを歩んでいっ
てほしい」と祝辞を述べました。卒業生たちの人生に
幸あれと心から願っています。

お世話に
なりました！

これからは

ぼくたちが

引き継ぎます！

　3 月 5 日、本を紹介し合う「ブッ
ク・ミーティング」が行われました。
　当日は、お茶屋緒形さんが参加
し、本会場である湯梨浜会場とオ
ンラインで意見交換を行
いました。緒形さんは、
普段小中学校で読み聞か
せをしている本を紹介。
他の参加者が紹介した本
も、興味を引くものばか
りでした。

ブック・ミーティング！

◀緒形さんが紹介した
「そらいろ男爵」。戦争に
ついて考えさせられる本
です。

　オシドリ資料館では、オシドリの
動画を見たり、セルプひのさん制作
の木工品を見たりと、オシドリまみ
れな一日となりました。


